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１．試験目的 

内牧高架橋は，｢張出し床版をストラットで支持す

る構造形式のＰＣ箱桁橋（ストラット付箱桁橋）｣｢箱

桁断面の中心部分をプレキャストセグメントで先行

架設した後，ストラットと張出し床版を後行架設す

る施工法（断面分割型プレキャストセグメント工

法）｣という２つの新技術・新工法を採用した橋梁で

ある（図－１）． 

本橋の張出し床版は，張出し先端をストラットで

支持する構造の他に，コアセグメントに張出し床版

を後施工で場所打ちするため，断面内に橋軸方向の

施工目地が介在するという特徴を有する．これらの

特徴を有する本橋の張出し床版の疲労耐久性を確認

する目的で，実物大の張出し床版模型を製作し，こ

れに移動輪荷重を走行させて，床版の疲労試験を行

った．本報告は，これらの内，試験体の計画・設計

について述べるものである． 

２．試験体の計画 

試験体は，実構造物と同等の挙動を示すことに主

眼を置き，次の点に留意して計画した． 

1) 疲労試験ということで実物大の模型とする． 

2) 本橋の構造的特徴を再現できるようにする． 

しかしながら，試験装置の能力から実物大の全体

模型とすることは不可能であった．そこで，実物大

部分模型で実構造物と同等の挙動を示すよう境界条

件を工夫することとした．この考えに基づく試験体

の概念を図－２に示す． 

３．試験体の設計 

図－２の概念に示す部分模型の試験体で実構造物

と同等の挙動を再現するためには，｢張出し床版先端

のストラットに支持される構造｣及び｢張出し床版と

ウェブの接合部におけるラーメン構造｣の２つにつ

いて，境界条件を工夫する必要があった．そこで，

その工夫として，ストラットに支持される構造につ

いては，ストラットの代替としてストラット位置で

点支持（バネ支承を配置）する方法により，また，

ウェブとの接合部におけるラーメン構造については，

試験体と試験装置の支持架台を剛結合する方法によ

ることとした．これらの方法により，実構造物と等

価な挙動を示すかどうかについては，ＦＥＭ解析を

行い，応力状態及び変形モードを比較することによ

り，等価性を評価した．試験体は，上述の境界条件

について検討することを主眼に置いて設計した． 

(1)ストラット支持部における境界条件の検討 

まず，図－３に示す解析モデル（実構造物）に，

図－４に示す荷重（Ｔ荷重）を載荷し，ストラット

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 内牧高架橋の標準断面図 
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図－２ 試験体の概念 
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取付け位置におけるストラット軸力の鉛直方向成分

（Ｎz）と変形量の鉛直方向成分（δz）を算定した．

これより，ストラット取付け位置における鉛直方向

バネ値（ｋz）を計算した（図－５）． 

次に，ストラットの代替として，ストラット位置

にバネ支承を配置したモデル（ストラットのないモ

デル：図－６）を構築し，先に求めたバネ値（ｋz）

をバネ支承に入れたＦＥＭ解析を行った．この解析

結果と実構造物の解析結果を比較・検討することに

より，等価性について評価した．なお，比較項目は，

変形モードと応力度分布とした． 

変形モード，応力度分布の解析結果を，図－７，

図－８にそれぞれ示す．これらより，バネ支承にす

ることにより，ストラットとほぼ等価な変形モード，

応力状態を再現できることが確認された． 

(2)ウェブとの接合部における境界条件の検討 

図－２に示すような部分模型の解析モデル（図－

９）を構築し，これに前項で算定したバネ値を用い，

ウェブとの接合部を固定端としてＦＥＭ解析を行っ

た（活荷重は図－４と同等の位置に載荷）． 

前項と同様に，この解析結果と実構造物の解析結

果を比較した結果（応力度分布）を図－10 に示す．

これより，応力状態はほぼ再現できており，ウェブ

部を固定端とすることで，実構造物とほぼ等価な挙

動を再現できることが確認された． 

４．まとめ 

ストラット支持部とウェブとの接合部の境界条件

を工夫した床版試験体を計画し，ＦＥＭ解析による

設計検討を行った結果，部分模型の試験体で実構造

物の挙動をほぼ再現できることが確認された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 解析モデル（全体模型） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 荷重（Ｔ荷重）載荷位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ バネ値の算定方法 

 
 
 
 
 
 
 

図－６ ストラットのないモデル（代替：バネ支承） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７ 変形モードの比較 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－８ 応力度分布の比較 

 
 
 
 
 
 
 

図－９ 解析モデル（部分模型） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－10 応力度分布の比較 

(b) ストラットのないモデル（バネ支承） 
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(a) ストラットのあるモデル（実構造物） 
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